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　三鷹商工会は今年度、都内で一番初めに、全国でも２番目
という早さで創立50周年を迎えます。会長は佐藤文典・現
会長で16代目になります。
　三鷹商工会は、この歴史の重みをしっかり受け止めると
ともに、将来を見据えて事業を進めていきます。
　大事なことは会員事業所から真に頼りにされる商工会を
実現すること。このためには「地域商工業者の経営を支援
し、それぞれの企業の繁栄を通じて地域に貢献する」という
設立当初の理念を忘れずに努力をしていきます。
　事業では次代を睨み、地域や業界のリーダーを育成する
「三鷹実践経営塾」の開催に力を入れます。各種団体を巻き
込んだ、商工会を核とした地域づくりにも全力投球で臨み
ます。

商工会は

ます。

▲昭和40年代前半に華やかに
　行われたパレード

▲三鷹駅南口駅前ロータリー（昭和38年）

※１面の題字、体裁を刷新しました。今後、商工会ごとに設立順でご紹介させていただきます。
　３回に１回は島嶼地域です。テーマはそのときに相応しいものを取り上げます。

▲様変わりしたいまの三鷹駅南口駅前ロータリー
　ビルがいくつも建つ

▲三鷹商工会の全職員と佐藤文典会長（前列左から３人目）

商工会創立50周年 三鷹商工会商工会創立50周年 三鷹商工会商工会創立50周年 三鷹商工会

行きます 聞きます 提案します
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い
た
た
め
、
式
典
な
ど
の
計
画
を
今
後
、

早
急
に
詰
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
日
野
市
商
工
会
は
来
年
三
月
四
日
に

式
典
を
開
催
。
こ
の
ほ
か
に
①
記
念
誌
の

作
成
②
商
業
・
工
業
・
建
設
業
振
興
記
念

事
業
③
会
員
の
福
利
厚
生
記
念
事
業
④
地

域
連
携
記
念
事
業
︱
を
実
施
し
ま
す
。

　
記
念
式
典
を
秋
以
降
年
度
内
に
開
催
す

る
予
定
の
清
瀬
商
工
会
は
毎
月
、
五
十
周

年
記
念
事
業
検
討
委
員
会
を
開
催
。
祝
賀

会
・
懇
親
会
、
記
念
誌
の
発
行
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
小
平
商
工
会
は
式
典
を
来
年

一
月
二
十
一
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
。
記
念
誌
も
発
行
し
ま
す
。

　
三
鷹
商
工
会
は
す
で
に
五
十
周
年
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
、
行
事
や
各
種
案

内
な
ど
に
活
用
し
始
め
て
い
ま
す
。
記
念

誌
﹁
商
工
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
﹂
五
十
周
年
特
別
記

念
号
の
発
行
、
さ
ら
に
﹁
優
勝
賞
金
50
万

円　

ミ
鷹
シ
ュ
ラ
ン
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
﹂
な
ど
市
民
に
商
工
会
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事

業
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

記
念
式
典
と
記
念
祝
賀
会
は
五
月

二
十
一
日
に
開
き
ま
す
。

　
多
摩
地
域
の
五
十
周
年
は
こ
の
後
、
国

分
寺
市
、
日
野
市
、
清
瀬
、
小
平
商
工
会

⋮
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

　
国
分
寺
市
商
工
会
は
新
会
館
の
落
成
以

来
、
こ
れ
に
関
連
し
た
事
業
が
集
中
し
て

　
商
工
会
や
、
商
工
会
連
合
会
の
設
立
根

拠
法
と
な
っ
て
い
る
の
が
商
工
会
法
。
今

年
五
月
で
そ
の
施
行
五
十
周
年
に
な
り
、

そ
の
周
年
を
祝
う
式
典
や
、
設
立
五
十
周

年
に
な
る
商
工
会
の
記
念
行
事
が
全
国
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
三
鷹
商
工
会
が
都

内
で
ト
ッ
プ
、
全
国
で
も
二
番
目
と
い
う

早
さ
で
商
工
会
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
、

三
鷹
商
工
会
を
先
頭
に
順
次
、
五
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　
全
国
商
工
会
連
合
会
は
全
国
か
ら
一
万

人
が
参
加
、
ま
た
、
皇
族
の
ご
臨
席
も
得

て
十
一
月
二
十
六
日
に
東
京
・
北
の
丸
公

園
の
日
本
武
道
館
で
﹁
商
工
会
法
施
行

五
十
周
年
記
念
式
典
﹂
を
開
き
ま
す
。

5月に商工会法施行        周年

多摩地域でも三鷹商工会を
先頭に続々と式典、行事
全国連は                で武道館で

三鷹商工会の
創立50周年

シンボルマーク
「信頼される商工会」

を表現

50

                でで１万人規模

平成21年度第１回
臨時総会を開催

22
年
度
事
業
計
画・予
算
な
ど
９
議
案
全
て
を
満
場
一
致
で
承
認

﹁
商
工
会
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

﹂の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、巡
回
訪
問
を
強
化　

　

当
連
合
会
は
三
月
二
十
六
日
、当
連

合
会
が
あ
る
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア・

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公

社
会
議
室
で
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計

画・予
算
な
ど
を
決
め
る
平
成
二
十
一
年

度
第
一
回
臨
時
総
会
を
開
き
、
九
議
案

を
上
程
、
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で

承
認
を
得
ま
し
た
。
商
工
会
法
施
行
五
十

周
年
を
迎
え
る
二
十
二
年
度
は
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ﹁
商
工
会
は
行
き
ま
す　

聞
き

ま
す　
提
案
し
ま
す
～
地
域
商
工
業
者
や

会
員
の
満
足
向
上
運
動
～
﹂の
も
と
、
商
工

会
活
動
の
原
点
で
あ
る
中
小
企
業
者
へ
の

巡
回
訪
問
を
強
化
し﹁
地
域
商
工
業
者・会

員
と
の
接
点
づ
く
り
﹂、﹁
巡
回
を
通
じ

た
地
域
課
題
の
洗
い
出
し
と
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
﹂に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

今
年
度
は
ま
た
、こ
の
一
環
か
ら
事
業
所

や
指
導
事
例
の
デ
ー
タ
化
を
図
る
情
報

化
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充・
充
実
も
強

力
に
推
進
し
ま
す
。　　
　
　
︵
４
面
参
照
︶

行
き
ま
す

聞
き
ま
す

提
案
し
ま
す

情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充・充
実
も
強
力
に
推
進

………………………

……………………………………………………………………………
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二
十
二
年
度
事
業
計
画
の
重
点
事
業
は

別
掲
の
通
り
で
す
。

　
一
般
会
計
収
支
予
算
規
模
に
つ
い
て
は
前

年
度
最
終
補
正
額
比
八
十
三
万
九
千
円
増

の
四
億
五
千
六
百
六
十
九
万
八
千
円
と
し

ま
し
た
。
内
訳
は
円
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。

　
議
案
審
議
後
、鶴
田
和
男・副
会
長
が
﹁

皆
様
の
ご
協
力
と
平
畑
議
長
の
ス
ム
ー
ズ

な
進
行
に
よ
り
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り

承
認
を
い
た
だ
い
た
﹂
と
閉
会
の
辞
を
述

べ
、
総
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

案
審
議
で
は
九
議
案
を
次
々
と
上
程
、
全

て
が
満
場
一
致
で
承
認
を
得
ま
し
た
。
九

議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

  
桂
会
長

「
産
技
研
を
十
分
、活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
」

　
総
会
は
加
藤
政
治
・
副
会
長
の
開
会
の

辞
で
始
め
ま
し
た
。議
事
進
行
に
先
立
ち
、

挨
拶
に
立
っ
た
桂
敎
夫
・
会
長
は
ま
ず
、

産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
に

当
連
合
会
が
引
っ
越
し
た
こ
と
を
取
り
上

げ﹁
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
、
そ
れ
と
当

連
合
会
が
一
カ
所
に
装
い
を
新
た
に
し
、

集
ま
っ
た
の
で
三
者
が
よ
り
強
い
結
束
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
述
べ
る
と
と

も
に
、﹁
工
業
部
会
に
は
研
修
な
ど
こ
の

産
技
研
を
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桂
会
長
は
中
小
企
業
金
融
、
そ

れ
と
郵
便
局
会
社
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

触
れ
ま
し
た
。
金
融
で
は
計
画
規
模
に
対

し
て
半
分
程
度
と
利
用
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
﹁
マ
ル
経
﹂
に
つ
い
て
伸
び
な
い
理
由

を
い
く
つ
か
上
げ
、
理
由
に
関
心
を
示
す

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
郵
便
局
会
社
と

の
連
携
に
つ
い
て
は
関
係
者
ら
で
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
、
今
後
、
検
討
し

て
い
く
、
と
話
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
平
畑
文
興
・
理
事
を
選
出
、

平
畑
理
事
が
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。
議

●
第
一
号
議
案

　

 

東
京
都
商
工
会
連
合
会
定
款
の
一
部

改
正
に
関
す
る
件

●
第
二
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
並
び
に

一
般
会
計
収
支
予
算
書
に
関
す
る
件

●
第
三
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
常
勤
役
員
の
報
酬

限
度
額
に
関
す
る
件　

●
第
四
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
借
入
金

最
高
限
度
額
並
び
に
借
入
先
金
融
機

関
決
定
に
関
す
る
件　

●
第
五
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
東
京
都
商
工
会
連

合
会
・
東
京
都
小
規
模
事
業
経
営
支

援
事
業
費
補
助
金
特
別
会
計
収
支
予

算
書
に
関
す
る
件

●
第
六
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事

業
計
画
並
び
に
同
事
業
特
別
会
計
予

想
損
益
計
算
書
に
関
す
る
件

●
第
七
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事

業
特
別
会
計
借
入
金
最
高
限
度
額
並

び
に
借
入
先
金
融
機
関
決
定
に
関
す

る
件

●
第
八
号
議
案

　
 

平
成
二
十
二
年
度
東
京
都
商
工
会
等

職
員
退
職
金
集
中
管
理
制
度
特
別
会

計
収
支
予
算
書
に
関
す
る
件

●
第
九
号
議
案

　

 

平
成
二
十
二
年
度
東
京
都
商
工
会
等

職
員
退
職
金
集
中
管
理
制
度
特
別
会

計
借
入
金
最
高
限
度
額
並
び
に
借
入

先
金
融
機
関
決
定
に
関
す
る
件

……………………………………………………………………

22年度
重点事業

1  情報化システム機能拡充によ
る商工会支援の強化

2  経営指導員等職員の経営支援
力向上と意識改革を目指した
研修の実施

3  商工会の財政力強化支援
4  会員増強・組織率向上に向け
た「地域商工業者や会員の満
足向上運動」の推進

5 商工会等の更なる改革実行
6 シナジースキーム事業の推進
7  多摩地域の産業振興を図るた
めの商工会・商工会議所との
連携強化

8 島嶼地域の産業振興策の推進
9  高度化・専門化・多様化する
小規模事業者等への相談事業
の充実

10 経営革新支援事業の充実強化
11  東京都地域中小企業応援ファ
ンド事業の推進

12  東京都中小企業経営力向上支
援事業の推進

13 多摩産業支援拠点の円滑な運営
14 政策提言及び意見活動

補助金等収入
187,422,000

会費手数料等収入
200,341,000

受託料収入
62,099,000

前期繰越収支差額
6,836,000

　　

経営改善普及事
業指導員設置費
100,469,000

経営改善普及事
業指導事業費
106,022,000

総合振興事業費
23,981,000

受託事業費
61,706,000

管理費
162,694,000

資産取得支出
506,000予備費

1,320,000

合計 合計
456,698,000 456,698,000

の入収 部 の出支 部（単位：円） （単位：円）

一般会計収支予算

承認に大きく手の上がった平成２１年度第１回臨時総会
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商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

向
上
を
実
施
し
ま
す

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

商
工
会
が
情
報
活
用
に
よ
る
事
業
者
支
援
の

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

向
上
を
実
施
し
ま
す

22年度
より

□
事
業
所
支
援
記
録
（
カ
ル
テ
）
の
精

度
向
上
に
よ
り
訪
問
し
た
事
業
所
の
内

容
や
、１
年
間
に
何
回
、訪
問
し
た
か
、

ま
た
は
、
全
然
、
訪
問
し
て
な
い
事
業

所
の
リ
ス
ト
な
ど
、
地
域
の
事
業
者
支

援
を
効
率
よ
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

□
蓄
積
さ
れ
た
事
業
所
デ
ー
タ
か
ら
、

地
域
の
業
種
分
類
・
業
種
別
統
計
な
ど

事
業
者
の
業
種
を
把
握
し
、
事
業
者
間

の
取
引
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

□
商
工
会
と
連
合
会
、
商
工
会
と
商
工
会

の
連
絡
を
密
に
と
れ
る
環
境
を
作
り
、
支

援
事
例
の
共
有
な
ど
経
営
支
援
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

□
製
造
業
者
に
対
す
る
助
成
金
や
東
京

都
・
国
の
施
策
な
ど
を
活
用
し
た
指
導
事

例
の
共
有
、
商
店
街
に
専
門
家
を
活
用
し

た
商
業
地
域
活
性
化
策
の
提
案
な
ど
、
他

の
商
工
会
が
実
施
し
た
成
功
事
例
や
効
果

的
な
指
導
事
例
を
共
有
し
、
事
業
者
支
援

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
上
記
の
よ
う
に
、
経
営
指
導
員
が
自
分

た
ち
の
毎
日
の
指
導
状
況
を
管
理
・
確
認

し
、効
果
的
な
支
援
体
制
を
作
る
こ
と
と
、

今
迄
に
自
分
た
ち
で
蓄
積
し
て
き
た
指
導

事
例
を
共
有
し
、
事
業
者
支
援
に
活
用
す

る
こ
と
を
中
心
に
、
組
織
全
体
が
デ
ー
タ

活
用
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

 

︵
２
面
参
照
︶

（
例
） ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ
ん
が
、ハ
ン
ガ
ー
を
作
っ
て
い

る
製
造
業
者
を
探
し
て
い
る
場
合
に
、電
話
で
商
工

会
へ
問
合
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の

と
き
に
市
内
に
該
当
す
る
事
業
所
が
あ
る
か
、隣
接

地
域
に
対
象
と
す
る
事
業
所
が
あ
る
か
、こ
れ
を
素

早
く
検
索
、対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

………………………………………

６月５日から土、日曜日、全５回

　
仕
事
を
求
め
て
二
十
九
社
が
発
注
企
業

十
社
と
商
談
︱
。東
京
都
は
厳
し
い
経
済

環
境
に
晒
さ
れ
る
中
小
・
零
細
企
業
の
支

援
を
強
め
よ
う
、と
三
月
四
日
、昭
島
市
の

産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
﹁
受
発
注
マ
ッ

チ
ン
グ
商
談
会
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
当
連
合
会
が
運
営

を
東
京
都
か
ら
委
託
さ
れ
、

東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
、
東
京
都
中
小
企
業

振
興
公
社
、青
梅
信
用
金
庫
、

西
武
信
用
金
庫
、多
摩
信
用
金
庫
、多
摩
地

区
七
商
工
会
議
所
、
多
摩
地
区
二
十
一
商

工
会
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　
商
談
会
は
会
場
を
八
ブ
ー
ス
に
パ
ネ
ル

で
区
切
り
、こ
の
ブ
ー
ス
に
発
注
企
業
一
社

一
社
が
入
り
、受
注
企
業
の
製
品
・
技
術
の

Ｐ
Ｒ
を
待
つ
と
い
う
形
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
発
注
企
業
に
つ
い
て
は
東
京
都
、
当
連

合
会
、西
武
信
用
金
庫
、多
摩
信
用
金
庫
が

開
拓
を
し
ま
し
た
。一
方
、受
注
企
業
に
つ

い
て
は
受
注
企
業
の
技
術
・
製
品
を
予
め

発
注
企
業
に
示
し
、
取
り
引
き
見
込
み
の

あ
る
企
業
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　
受
注
企
業
の
参
加
呼
び
か
け
に
つ
い
て

は
平
成
21
年
度
受
注
開
拓
緊
急
支
援
事
業

に
よ
り
展
示
会
・
見
本
市
の
出
展
経
費
等

の
緊
急
助
成
支
援
を
受
け
た
も
の
と
協
力

団
体
の
推
薦
を
受
け
た
も
の
を
対
象
に
行

い
ま
し
た
。

　
発
注
企
業
か
ら
は
﹁
あ
ら
か
じ
め
商
談

先
を
希
望
で
き
、大
変
、有

益
な
商
談
だ
っ
た
﹂、受
注

企
業
か
ら
は
﹁
今
後
も
こ

う
い
っ
た
形
で
開
催
し
て

も
ら
う
と
あ
り
が
た
い
﹂

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。同
事
業
に
つ
い
て
は

二
十
二
年
度
も
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
連
合
会
は
六
月
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
間
の
土
曜
日
と
日
曜
日
、

回
数
で
全
五
回
、立
川
駅
南
口
駅
前
の
ア
レ
ア
レ
ア
２
ア
レ
ア
ホ
ー
ル
で

女
性
だ
け
を
対
象
と
し
た
起
業
塾
「
女
性
起
業
塾
」を
開
催
。受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。同
起
業
塾
は
起
業
を
考
え
て
い
る
人
や
、起
業
し
た
ば
か
り
の

人
に
起
業
を
成
功
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
開
き
ま
す
。

　
同
塾
で
は
講
師
も
全
て
女
性
で
す
。パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式

で
三
人
の
女
性
起
業
家
が
創
業
体
験
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、四
人
の
中

小
企
業
診
断
士
が
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
テ
ー
マ
の
探
し
方
、売
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
、資
金
計
画
・損
益
計
画
づ
く
り
、起
業
の
手
続
き
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
身
に
つ
け
方
を
講
義
し
ま
す
。

　
ま
た
、起
業
塾
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
優
れ
た
点
、足
り
な
い

点
を
明
確
に
し
、プ
ラ
ン
の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
に

発
表
を
し
て
も
ら
い
、こ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
合
う
こ
と
も
し
ま
す
。

■
受
講
料
は
一
人
五
千
円
（
テ
キ
ス
ト
・資
料
代
を
含
む
）。

■
申
し
込
み
・お
問
合
せ
先
は
地
域
振
興
課
創
業
支
援
担
当
係

　
（
℡
０
４
２・５
０
０・３
８
８
５
、Fax
０
４
２・５
０
０・１
４
２
１
）

「女性起業塾」の 受 講 生 を 募 集

東京都の「受発注マッチング商談会」を
当連合会が運営

　
仕
事
を
求
め
て
二
十
九
社
が
発
注
企
業

十
社
と
商
談
︱
。東
京
都
は
厳
し
い
経
済

環
境
に
晒
さ
れ
る
中
小
・
零
細
企
業
の
支

援
を
強
め
よ
う
、と
三
月
四
日
、昭
島
市
の

産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
・

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
﹁
受
発
注
マ
ッ

チ
ン
グ
商
談
会
﹂
を
開
催
し

東京都の「受発注マッチング商談会」を
29社が発注企業10社と商談

商談の少しでも前進を…と行われたマッチング商談会

……………
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 多摩防水技研㈱

「経営革新計画」のご相談・お問い合わせは最寄りの商工会・商工会連合会へ
「経営革新計画」の承認により事業資金や税制などに対する支援を受けることができるようになります。

              わが社の
  

経
営
力
向
上
支
援
で
相
談
窓
口
を
設
置

当
連
合
会
が
平
成
22
年
度
よ
り

「
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」

　
平
成
22
年
度
よ
り
、
中
小
企
業
の
経
営

力
の
向
上
を
支
援
す
る
た
め
に
、
東
京
商

工
会
議
所
及
び
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公

社
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る
﹁
東
京

都
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
を
立

ち
上
げ
、
連
合
会
内
に
相
談
窓
口
を
設
置

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
専
門

家
派
遣
・
窓
口
相
談
等
に
よ
る
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
﹁
地
域
力
連
携
拠

点
事
業
﹂
に
つ
い
て
、
関
係
機
能
の
集
約

化
、
専
門
家
派
遣
事
業
へ
の
集
中
な
ど
の

見
直
し
を
行
い
、
平
成
22
年
度
よ
り
﹁
中

小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
事
業
﹂
と
し
て
、

専
門
家
派
遣
等
を
中
心
と
し
た
中
小
企
業

の
経
営
力
向
上
支
援
を
行
い
ま
す
。

躍進を目指して 「経営革新計画」
新防水工事

……………………………………

「
自
ら
が
分
か
ら
な
い
と
お
客
さ
ん
に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」

　
国
分
寺
市
商
工
会
は
新
商
工
会
館
を
二
月
二
十
四
日
に

竣
工
。四
月
一
日
よ
り
新
商
工
会
館
で
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。新
会
館
は
地
上
五
階
建
て
で
延
べ
床
面
積
約
一
千
三
百

平
方
㍍
。三
階
建
て
の
旧
会
館
と
比
べ
る
と
床
面
積
は
二
倍

以
上
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
新
商
工
会
館
は
、カ
ー
ド
で
鍵
を
開
閉
し
た
り
、地
球
温
暖

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
屋
上
に
緑
地
ガ
ー
デ
ン
を
設
置
す
る

な
ど
、先
端
的
な
ビ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。土
地
、建
物
と
も

自
前
で
す
。

　
用
途
地
域
の
関
係
か
ら
テ
ナ
ン
ト
は
医
療
系
し
か
入
れ
な

　
新
商
工
会
館
を
竣
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
寺
市
商
工
会

い
建
物
で
、す
で
に
一
階
に
は
調
剤
薬
局
、ま
た
五
階

に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
入
居
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。商

工
会
は
二
階
を
利
用
し
、事
務
室
の
ほ
か
に
大
小
一

つ
ず
つ
、計
二
つ
の
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。

　
商
工
会
館
の
前
面
道
路
か
ら
会
館
を
見
た
と
き

に「
お
や
！
」と
振
り
向
か
せ
る
の
が
朱
色
を
し
た
寺

風
の
建
物
の
一
部
で
す
。建
物
の
中
か
ら
見
る
と
、こ

れ
が
平
安
時
代
の
国
分
寺
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と

伝
承
さ
れ
る
七
重
の
塔
の
模
型
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。模
型
と
は
い
え
会
館
の
二
階
天
井
に
届

く
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
で

す
。　

　
こ
の
七
重
の
塔
は
市
内
の

棟
梁
、故
末
広
明
さ
ん
が
精

魂
を
込
め
て
制
作
。平
成

二
十
二
年
三
月
一
日
に
亡
く

な
っ
た
矢
野
守
会
長
が
譲
り

受
け
、商
工
会
に
寄
付
、矢
野

会
長
の
意
思
で
新
商
工
会
館

に
飾
る
こ
と
に
し
た
も
の
で

す
。正
に
新
商
工
会
館
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。

  

会
館
に﹁
国
分
寺
﹂の
七
重
の

塔
が
お
目
見
え
！！

　
当
社
は
防
水
の
施
工
工
事
店
。工

事
量
の
九
割
が
大
手
を
中
心
と
し
た

ゼ
ネ
コ
ン
、一
割
が
地
元
の
法
人
、個

人
な
ど
だ
。

　
防
水
施
工
の
需
要
は
新
規
に
つ
い

て
は
経
済
成
長
の
減
速
か
ら
今
後
、増
大
し
て
い
く
状
況
に
は
な
い
。

そ
れ
と
比
べ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
ス
ト
ッ
ク
が
相
当
に
増
え
た
こ

と
か
ら
、右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
当
社
は
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
発
注
さ
れ
た
も
の
を
「
は
い
、分

か
り
ま
し
た
」と
い
う
形
で
や
っ
て
き
た
。い
わ
ば
経
営
計
画
が
な
く

ゼ
ネ
コ
ン
の
動
向
に
ま
る
っ
き
り
身
を
委
ね
て
き
た
。

　
だ
が
、「
建
物
を
百
年
も
た
せ
た
い
、二
百
年
も
た
せ
た
い
」と
い
う

声
が
広
が
り
、工
事
の
保
証
も「
十
年
」か
ら「
十
五
年
」、「
二
十
年
」と

い
う
流
れ
が
生
ま
れ
、さ
ら
に
は
環
境
へ
の
取
り
組
み
も
広
が
る
中
で

「
あ
ー
も
し
た
い
」、「
こ
う
も
し
た
い
」と
技
術
屋
の
私
と
し
て
は
夢
と

計
画
を
広
げ
て
き
た
。し
か
し
、そ
れ
が
先
に
話
し
た
ゼ
ネ
コ
ン
依
存

の
体
質
か
ら
こ
れ
ま
で
は
全
く
整
理
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。本
来
な

ら
掌
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
場
ご
と
の
コ
ス
ト
、採
算
も
管

理
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、全
く
の
お
座
な
り
と
な
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
を
反
省
し
た
。エ
コ
と
言
っ
て
も
エ
コ
が
当
社
に
と
っ
て
何
な

の
だ
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
整
理
を
し
て
お
か
な
い
と
お
客
さ
ん

に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
。そ
こ
が
計
画
に
挑
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
今
後
、①
小
型
ウ
レ
タ
ン
ス
プ
レ
ー
事
業
②
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

設
置
事
業
③
新
止
水
事
業
④
新
塗
装
事
業
⑤
防
水
検
査
治
具
事
業

―
の
各
事
業
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
。経
営
革
新
計
画
で
目
指
す

「
エ
コ
が
提
案
で
き
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
」を
実
現
し
て
い
く
。

　
計
画
の
要
と
な
る
防
水
用
成
型
シ
ー
ト
と
防
水
検
査
治
具
の
二
つ

は
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
技
術
で
い
ま
、特
許
を
申
請
中
。そ
の
う
ち
の

防
水
用
成
型
シ
ー
ト
は
自
社
で
つ

く
る
。そ
の
た
め
の
工
場
も
す
で

に
手
当
て
を
済
ま
せ
て
い
る
。設

備
資
金
の
手
当
て
な
ど
で
計
画
の

認
定
が
有
利
に
働
け
ば
と
期
待
し

て
い
る
。（
日
野
市
落
川

1431
‐
68
）

先端的設備を備える
新商工会館

（円内は七重の塔）

代表取締役
草場 清則 氏

防水用成型シート

……………………………………
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事
務
局
長
）
嶋
田
敏
夫
▽
あ
き
る
野
・
係

長
・
経
指
（
あ
き
る
野
・
主
任
・
経
指
）

舩
木
一
男
▽
あ
き
る
野
・
一
般
職
・
記
帳

相
談
員
（
あ
き
る
野
・
一
般
職
・
一
般
）

渡
部
順
一
▽
あ
き
る
野
・
一
般
職
・
一
般

職
員
（
新
規
採
用
）
久
保
雄
太

　
▽
東
大
和
市
・
事
務
局
長
（
調
布
市
・

商
工
振
興
課
長
・
経
指
）
秋
保
弘
▽
東
大

和
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
（
西
東
京
・
係

長
・
経
指
）
菅
原
康
宏
▽
東
大
和
市
・
主

事
・
経
指
・
記
帳
相
談
員
（
東
大
和
市
・

一
般
職・記
専
）
関
根
悟
▽
武
蔵
村
山
市・

主
事
・
経
指
（
小
金
井
市
・
主
事
・
経
指
）

永
須
裕
二
▽
武
蔵
村
山
市
・
一
般
職
・
記

帳
相
談
員
（
都
連
・
組
織
支
援
課
・
補
助

員
）
松
本
泰
治

　
▽
稲
城
市・事
務
局
長
（
武
蔵
村
山
市・

指
導
課
長
・
経
指
）
高
橋
誠
▽
稲
城
市
・

課
長
・
経
指
（
稲
城
市
・
課
長
補
佐
・
経

指
）
石
坂
裕
二
▽
羽
村
市
・
主
事
・
経
指

（
羽
村
市
・
一
般
職
・
一
般
）
市
川
哲
史

▽
昭
島
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
（
昭
島
市
・

係
長
・
経
指
）
池
谷
主
税
▽
昭
島
市
・
一

般
職
・
業
務
支
援
員
（
都
連
・
組
織
支
援

課
・
補
助
員
）
上
條
育
美
▽
小
笠
原
村
・

主
事
・
経
指
（
都
連
・
経
営
革
新
計
画
指

導
員
）
増
尾
徹

　
▽
日
の
出
町
・
主
事
・
経
指
（
東
久
留

米
市
・
主
事
・
経
指
）
山
﨑
淳
▽
日
の
出

町
・
主
事
・
経
指
・
業
務
支
援
員
（
日
の

好
弘
▽
調
布
市
・
主
事
・
経
指
（
調
布

市
・
一
般
職
・
記
専
）
山
本
浩
司
▽
調
布

市
・
一
般
職
・
記
帳
相
談
員
（
新
規
採
用
）

五
十
嵐
健

　
▽
福
生
市・課
長
補
佐・経
指（
福
生
市・

係
長
・
経
指
）
森
田
陽
一
▽
福
生
市
・
主

任
・
経
指
（
福
生
市
・
主
事
・
経
指
）
山

﨑
秀
樹
▽
福
生
市
・
一
般
職
・
業
務
支
援

員
（
新
規
採
用
）
中
谷
政
江
▽
東
久
留
米

市
・
主
事
・
経
指
（
東
大
和
市
・
主
事
・

経
指
）
伊
藤
彰
彦

　
▽
東
村
山
市
・
主
任
・
経
指
（
東
村
山

市
・
主
事
・
経
指
）
石
坂
徳
康
▽
国
立
市
・

主
事
・
経
指
（
あ
き
る
野
・
一
般
職
・
記

専
）
鮫
島
健
太
郎

　
▽
あ
き
る
野
・
事
務
局
長
（
西
東
京
・

　
（
４
月
１
日
）▽
三
鷹・係
長・経
指（
三

鷹
・
主
任
・
経
指
）
川
久
保
享
▽
三
鷹
・

主
任
・
経
指
（
三
鷹
・
主
事
・
経
指
）
田

頭
寿
晃
▽
国
分
寺
市
・
課
長
・
経
指
（
国

分
寺
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
）
酒
井
一
成

▽
国
分
寺
市
・
主
任
・
経
指
（
国
分
寺
市
・

主
事
・
経
指
）
高
橋
智
成

　
▽
全
国
連
・
組
織
運
営
部
組
織
運
営
課

係
長
（
日
野
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
）
植

竹
規
悦
▽
日
野
市
・
主
事
・
経
営
指
導
員

（
全
国
連
総
務
部
総
務
課
）
戸
澤
瞬
▽
清

瀬
・
主
任
・
業
務
支
援
員
（
狛
江
市
・
主

任
・
記
専
）
菊
地
さ
と
み
▽
小
平
・
主
事
・

経
指
（
都
連
・
組
織
支
援
課
・
主
事
・
商

指
）
須
崎
君
江
▽
小
金
井
市
・
主
事
・
経

指
（
小
平
・
主
事
・
経
指
）
芝
木
陽
六
▽

小
金
井
市
・
主
事
・
経
指
（
日
の
出
町
・

主
事
・
経
指
）
伊
藤
啓
一

　
▽
西
東
京
・
事
務
局
長
（
狛
江
市
・
事

務
局
長
）
高
橋
寿
之
▽
西
東
京
・
課
長
補

佐
・
経
指
（
小
笠
原
村
・
係
長
・
経
指
）

岩
崎
哲
二
▽
西
東
京
・
係
長
・
経
指
（
西

東
京
・
主
任
・
経
指
）
小
林
稔

　
▽
狛
江
市
・
事
務
局
長
（
あ
き
る
野
・

事
務
局
長
）
渡
邊
敏
政
▽
狛
江
市・課
長・

経
指
（
狛
江
市
・
課
長
補
佐
・
経
指
）
新

藤
斉
▽
狛
江
市
・
一
般
職
・
記
帳
相
談
員

（
新
規
採
用
）
上
原
善
彦

　
▽
調
布
市・商
工
振
興
課
長・経
指
（
都

連
・
総
務
課
・
課
長
補
佐
・
商
指
）
川
鍋

新事務局長

高橋 誠
（稲城市）

秋保 弘
（東大和市）

嶋田 敏夫
（あきる野）

渡邊 敏政
（狛江市）

高橋 寿之
（西東京）

　
当
連
合
会
と
各
商
工
会
は
四
月
一
日
付

で
職
員
の
定
期
人
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
前
任
者
と
同
様
に
ご
指
導
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

人
事
交
流

辞令交付後に桂会長が訓示
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出
町
・
一
般
職
・
補
助
員
）
石
﨑
寛
之

　
▽
都
連
・
組
織
支
援
Ｉ
Ｔ
担
当
課
長
・

商
指
（
都
連
・
組
織
支
援
課
・
課
長
補
佐

商
指
）
吉
岡
正
▽
都
連
・
総
務
課
係
長
・

商
指
（
都
連
・
地
域
振
興
課
・
小
規
模
支

援
係
・
係
長
・
専
経
）
小
野
寺
崇
▽
都
連
・

地
域
振
興
課
・
小
規
模
支
援
係
・
係
長
・

専
経
（
羽
村
市
・
主
任
・
経
指
）
遠
藤
俊

昭
▽
都
連
・
組
織
支
援
課
・
Ｉ
Ｔ
担
当
係

長
・
商
指
（
国
立
市
・
主
任
・
経
指
）
伊

藤
知
広

　
▽
都
連
・
地
域
振
興
課
・
主
任
・
広
域

指
導
係
・
専
経
（
都
連
・
地
域
振
興
課
・

主
事
・
専
経
）
小
野
孝
泰
▽
都
連
・
地
域

振
興
課
・
主
事
（
都
連
・
地
域
振
興
課
・

研
修
生
）
佐
々
木
規
之
▽
都
連
・
組
織
支

援
課
・
主
事
（
調
布
市
・
主
事
・
経
指
）

栗
原
明
生

　
▽
都
連
・
組
織
支
援
課
・
Ｉ
Ｔ
担
当
・

業
務
支
援
員
（
武
蔵
村
山
市
・
一
般
職
・

記
専
）
瀬
尾
厚
▽
都
連
・
組
織
支
援
課
・

業
務
支
援
員
（
昭
島
市
・
一
般
職
・
補
助

員
）
五
十
嵐
素
子

︻
退
職
︼（
３
月
31
日
）
▽
清
瀬
・
補
助
員

　
野
間
美
代
子
▽
福
生
市
・
一
般
職
・
補

助
員　
竹
田
剛
▽
東
大
和
市
・
事
務
局
長

　
坂
和
俊
一
▽
稲
城
市
・
事
務
局
長　
峰

尾
達
雄　

中
景
小

況
企

調
業

査 多摩地域商工会エリアの景況
依然、消費が低迷、小売・サービス業で売上・採算が悪化

21年度
第4・四半期
22年（1～3月）

売上高前期比DI が悪化したが、次
期見通しに期待。採算期中DI は低
水準続く。資金繰りDI は改善。経
営上の問題点の第1位は7 期連続

「需要の停滞」。

売上高前期比DI、採算期中DI は
わずかに改善。資金繰りDI 悪化。
経営上の問題点の第1位は7 期連
続「需要の停滞」。

売上高前期比DI が大きく低下。採
算期中DI、資金繰りDI はともに3
期連続悪化と厳しい。経営上の問
題点の第1位は4 期連続「大・中型
店との競争激化」。

売上高前期比DI、採算期中DI、資
金繰りDI のすべてが悪化。経営上
の問題点の第１位は3 期連続 ｢需
要の停滞」。

製 造 業 建 設 業 小 売 業 サ ー ビ ス 業

売上高（前期比ＤＩ）・採算（期中ＤＩ）の推移

製造業 建設業 小売業 サービス業
1～3 4～6

見通し

売　上

1～3 4～6
見通し

売　上

1～3 4～6
見通し

売　上

1～3 4～6
見通し

売　上

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。 注２．ＤＩマーク　 : ＋30 ～  : ＋10 ～＋30  : ＋10 ～－10  : －10 ～－30  : －30 ～
注３．サンプルは多摩地域150 企業原数値採用。　　　　 注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

※ 発注量の減少傾向がみられる。回復に
波があるようだ。（機械工具製造業）

※ 1月から3 月は民間需要の減少が著し
く感じられる。（ガラス工事業）

※ 消費者の購買意欲がまったく感じら
れなかった。景気はまだ落ち込むと感
じている。（男子服小売業）

※ アパート賃貸が年明けより活発だが、
家賃の高い所から低い所へ移る傾向
が顕著。（土地賃貸業）

※ 発注量の減少傾向がみられる。回復に

調査企業の　声

　
当
連
合
会
の
理
事
で
、国
分
寺
市
商
工

会
会
長
の
矢
野
守
氏
が
三
月
一
日
、逝
去

さ
れ
ま
し
た
。享
年
73
歳
で
し
た
。生
前

の
ご
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
矢
野
氏
は
平
成
十
三
年
五
月
に
第
九

代
国
分
寺
市
商
工
会
会
長
に
就
任
。以

来
、先
頭
に
立
っ
て
国
分
寺
市
の
地
域
活

性
化
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
し
た
。そ
の
一
つ
と
し
て
、老
朽
化
し
た

商
工
会
館
の
建
て
替
え
に
も
情
熱
を
持

ち
、平
成
二
十
年
十
二
月
に
三
十
八
年
ぶ

り
に
着
工
、二
月
二
十
四
日
に
竣
工
し
た

ば
か
り
で
し
た
。

　
一
方
、連
合
会
で
は
平
成
十
三
年
六
月

に
監
事
に
、平
成
十
五
年
六
月
に
理
事
に

就
任
、連
合
会
の
事
業
に
も
力
を
尽
く
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
功
績
に
よ
り
矢
野
氏
は
東

京
都
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
、全
国
商
工

会
連
合
会
長
表
彰
、東
京
都
産
業
労
働

局
長
表
彰
、関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
、

東
京
都
知
事
表
彰
（
産
業
功
労
）と
数
々

の
表
彰
も
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。誠
に
早

い
旅
立
ち
に
、残
念
の
限
り
で
あ
り
ま

す
。

当連合会理事、
国分寺市商工会会長の

矢野 守氏が
逝去
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-44.7

-44.6
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-65.0

-27.5

-27.5

-35.0

-46.1
-38.9
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-45.0

-77.5

-64.9

-33.4

-33.3
-13.8

-3.3

7.4

-25.8
-32.0

-17.3

-30.0

-12.5

-16.2

採算 売上 次期見通し
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日程 イベント名 会場 内容 主催者・問合せ先

6
月

1日（火）～30日（水） 吹上花しょうぶまつり
（青梅市） 吹上しょうぶ公園 216種 10万本のハナショウブ 青梅市

0428-22-1111

5日（土）～20日（日） 第22回東村山菖蒲まつり
（東村山市） 北山公園菖蒲苑

170 種 10 万本の花菖蒲が咲き誇ります。会
場内では野点、お琴の演奏、人力車、見晴台、
花びら染め体験、菖蒲ポット販売、写真コン
クールなど

東村山菖蒲まつり実行委員会
（東村山市商工会）
042-394-0511

6日（日） ガレージセール
（福生市） 福生市自由ひろば 盛り沢山の衣類、日用雑貨を低価格で扱う 福生市地域振興課

042-551-1699

6日（日）
市制施行40周年記念
環境フェスティバル

（福生市）
福生市多摩川中央公園

多摩川の清掃、「環境」をテーマにしたライブス
テージ、活動のパネル展示や講習会・教室、エ
コグッズの展示や販売、体験コーナー、相談会、
フードブースなど

福生市環境課
042-551-1511

12日（土）
第22回伊豆大島
トライアスロン大会

（大島町）

元町港及び元町海岸
及び周辺道路

スイム 1.5㎞
バイク 40㎞
ラン 10㎞の競技

大島町役場観光課
04992-2-1446

12日（土） 第 45回福生ほたる祭
（福生市）

ほたる公園及び
玉川上水青梅橋付近 ほたる鑑賞及び模擬店 福生市役所地域振興課

042-551-1699（日曜日を除く）

19日（土） 大路池バードウォッチング
（三宅村） 大路池 大路池に居る野鳥観察会

三宅島ふれあいセンター
アカコッカ館
04994-6-0410

20日（日）～7月20日（火）
式根島オープニング
サマーフェスティバル

（新島村）
式根島内 明日葉の配布やイベントもあり 式根島観光協会

04992-7-0170

7
月

3日（土） 第6回しきね黒潮祭
（新島村） 野伏港 住民・観光客のお楽しみイベント しきね黒潮祭実行委員会

04992-7-0004

3日（土）～4日（日）
第8回八王子・夏の風物市

（あさがお市）
（八王子市）

JR 八王子駅北口
西放射線通り中町地区・
中町公園

八王子産のあさがおを中心に鉢植え野菜の販売、
地元商店会等も出店

八王子・夏の風物市実行委員会
042-623-6311

3日（土）～4日（日） 第22回くにたち朝顔市
（国立市）

大学通り緑地帯
（一橋大学正門南側）

市内の農家が丹誠込めて作った朝顔を販売。涼
しい音色の江戸風鈴も同時販売。午前 6時～売
り切れまで

くにたち朝顔市実行委員会
（国立市商工会内）
042-575-1000

3日（土）～4日（日）
活力市

「あさがお・ほおずき市」
（羽村市）

羽村市農産物直売所駐車場
農業者と商業者が協働で行う市。あさがお・
ほおずき販売のほか、新鮮野菜や花卉、和菓子
の販売、模擬店も出店

羽村市商業協同組合
042-555-5421

4日（日） こくぶんじ夕市
（国分寺市） 都立武蔵国分寺公園 農業生産物の販売、フリーマーケット、商店に

よる販売、抽選会
こくぶんじ夕市実行委員会
042-323-1011

10日（土）
第16回オープンウォーター

スイミング大会
（新島村）

本村
前浜海岸 3タイプのスイム競技 新島村産業観光課

04992-5-0240

17日（土）～18日（日） みたか商工まつり
（三鷹市） 三鷹市暫定管理地 各種イベント開催 三鷹商工会

0422-49-3111

18日（日） 御笏神社  牛頭天王祭
（三宅村）

神着地区
御笏神社

神着地区に伝わる行事
神輿、太鼓、木遣りが三位一体となって地区内
を巡行します

三宅村役場観光振興課
04994-5-0920

25日（日） 第10 回ひのよさこい祭
（日野市）

JR 豊田駅北口
多摩平商店会街路

各地のよさこい踊り子チームが集まりストリート
流しと舞台演舞を披露。地元商店会のサマーフェ
スタを同時開催

日野市まちおこし連絡協議会
（日野市産業振興課）
042-585-1111

30日（金）
Tシャツデザイン100 選

表彰式と展示
（八王子市）

JR 八王子駅北口徒歩 10分
いちょうホール Tシャツのデザイン画を募集し 100選を顕彰 八王子商工会議所

042-623-6311

31日（土）～8月1日（日） 第35回はむら夏まつり
（羽村市） JR青梅線羽村駅東口周辺

1日目は、羽村独自の民踊「人波踊り」や「万灯
行列」、2日目は、熱気あふれる「サンバパレード」
を行うほか、両日にわたって特設ステージでの
イベント、模擬店の出店などでにぎわう

はむら夏まつり実行委員会
（羽村市産業活性化推進室内）
042-555-1111（代）

（地独）東京都立産業技術研究センター
多摩テクノプラザ　　　　　　　

産業サポートスクエア・ＴＡＭＡ

　この春、東京都商工会連合会と同じ産業
スクエア・TAMA 内に多摩テクノプラザが
オープンいたしました。
　多摩テクノプラザでは都内外の企業、業
界団体、学校及び都民の方々からの要望に
応じて、団体見学を受け付けています。

○お申込み方法
見学希望日の約1 ヶ月前までに電話などによりご連絡をお願
いします。その後、見学申込書に必要事項を記入し下記へお申
し込みください。（詳しくは都産技研ホームページの見学案内
をご参照下さい。） 

連絡先
〒196-0033　東京都昭島市東町3-6-1（地独）東京都立産業技術研究センター
　　　　　　　多摩テクノプラザ　総合支援係
TEL：042-500-2300（代表）　FAX:042-500-2397

○見学出来る主な施設
 EMC サイト、電子計測設備・機械設備
繊維サイト、繊維関連製造機器、
環境試験設備　など

（地独）東京都立産業技術研究センター
多摩テクノプラザ　　　　　　　

○見学出来る主な施設
見学のご案内

大特集 6月▶7月
Part
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念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。

70 再生紙を使用しています。


